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羽
は ざ わ

沢寿
ひさたか

隆 議員
（八起会）

問　
令
和
３
年
10
月
２
日
、
２

代
目
八
幡
平
市
長
に
佐
々
木
孝

弘
氏
が
就
任
。「
こ
れ
ま
で
の

市
政
を
継
続
し
情
熱
と
誠
意
を

も
っ
て
明
日
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ

く
り
と
市
政
課
題
に
全
力
で
取

り
組
む
」
と
所
信
表
明
し
た
。

市
長
が
掲
げ
た
公
約
は
良
好
に

進
行
し
て
い
る
と
評
価
す
る
。

３
年
間
の
成
果
を
踏
ま
え
、
次

期
市
政
を
担
当
す
る
気
持
ち
は
。

市
長　
選
挙
公
報
に
は
、
出
生

祝
金
1
人
５0
万
円
、
国
際
都
市

八
幡
平
市
ブ
ラ
ン
ド
、
大
更
駅

前
の
に
ぎ
わ
い
創
出
、
鬼
清
水

地
域
へ
の
企
業
誘
致
、
安
代
地

区
ス
マ
ー
ト
IC
、
地
熱
発
電
活

用
の
地
域
電
力
会
社
設
立
、
コ

ロ
ナ
後
の
観
光
振
興
の
７
つ
を

掲
げ
た
。
い
ず
れ
も
公
約
の
と

お
り
着
手
し
、
実
践
し
て
い
る
。

次
期
市
政
を
も
見
据
え
な
が
ら

残
り
１
年
間
全
力
で
取
り
組
む
。

第
３
次
市
総
合
計
画

問　
第
３
次
市
総
合
計
画
（
２6

～
3５
年
度
）
策
定
に
向
け
、
市

民
の
声
を
反
映
さ
せ
る
考
え
は
。

市
長　
市
内
1２
の
地
域
振
興
協

議
会
と
の
テ
ー
マ
ト
ー
ク
や
市

政
モ
ニ
タ
ー
、
団
体
や
企
業
と

も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
意
見
交

換
を
行
い
計
画
に
取
り
入
れ
る
。

中
尊
寺
の
古
代
ハ
ス

問　
平
泉
4
代
藤
原
泰
衡
と
縁

の
あ
る
鹿
角
街
道
筋
の
白
坂
観

音
は
４
年
後
に
１
３
０
０
年
祭

を
迎
え
る
。
中
尊
寺
ハ
ス
の
株

分
け
を
申
請
し
周
辺
の
沼
に
移

植
し
平
泉
と
連
携
強
化
し
て
は
。

市
長　
中
尊
寺
ハ
ス
は
奥
州
藤

原
氏
に
ゆ
か
り
の
深
い
地
に
株

分
け
さ
れ
て
い
る
。
地
域
団
体

と
協
働
し
、
活
用
を
支
援
す
る
。

問　
県
か
ら
牧
野
農
業
協
同
組

合
に
対
し
、
時
代
に
合
う
よ
う

に
組
織
変
更
の
要
請
が
き
て
い

る
。
変
更
手
続
き
は
複
雑
で
あ

り
、
困
難
な
作
業
で
あ
る
た
め
、

市
で
も
支
援
す
る
べ
き
で
は
。

市
長　
県
が
窓
口
で
あ
る
た
め
、

市
と
し
て
、
具
体
的
な
支
援
は

考
え
て
い
な
い
。

問　
当
事
者
は
高
齢
の
方
も
多

く
、
法
律
や
税
制
に
対
応
が
難

し
い
。
専
門
家
の
派
遣
や
講
習

会
な
ど
を
開
催
す
べ
き
で
は
。

市
長　
必
要
に
応
じ
て
県
と
協

議
し
て
い
く
。

農
業
・
商
業
支
援
は

問　
物
価
高
騰
の
中
、
農
業
者

や
商
工
業
者
は
苦
し
い
経
営
が

続
い
て
い
る
。
支
援
策
は
。

市
長　
農
業
経
営
に
係
る
燃
料

高
騰
の
一
部
助
成
や
２0
％
プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を
販
売
す

る
こ
と
で
支
援
し
て
い
る
。

問　
飼
料
や
製
造
業
の
原
料
高

騰
に
対
し
て
の
支
援
は
。

農
林
課
長　
新
た
な
対
策
は
、

ま
だ
考
え
て
い
な
い
。

問　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
が
全

世
帯
に
行
き
渡
ら
な
か
っ
た
が
、

配
布
方
法
に
問
題
あ
る
の
で
は
。

商
工
観
光
課
長　
今
回
の
反
省

を
踏
え
、
販
売
方
法
な
ど
市
商

工
会
と
検
討
し
て
い
く
。

民
間
の
力
を
行
政
に

問　
こ
れ
か
ら
の
行
政
運
営
は

柔
軟
か
つ
斬
新
的
な
手
法
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
る
べ
き
で
あ

る
。「
逆
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
」
や

「
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
」
な
ど

民
間
の
力
を
大
い
に
利
用
す
べ

き
で
は
。

市
長　
検
討
は
し
て
い
る
が
、

現
時
点
で
は
難
し
い
。

牧
野
組
合
の
組
織
変
更
支
援

必
要
に
応
じ
て
県
と
協
議

組織変更した株式会社上
わん

平
だい

所有地

※各質問者の録画映像はＱＲコードからご覧いただけます。

渡
わたなべ

辺義
よしみつ

光 議員
（市民クラブ）

佐
々
木
市
政
３
年
の
成
果

７
つ
の
公
約
に
着
手
・
実
践

選挙の公約は皆さんとの約束事
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一 般 質 問

北
きたぐち

口　功
いさお

 議員
（無会派）

問　
令
和
６
年
４
月
末
に
婦
人

消
防
協
力
隊
の
総
会
で
解
散
が

決
定
し
た
。
そ
の
経
緯
を
伺
う
。

市
長　
度
々
、
隊
員
不
足
で
活

動
に
支
障
を
来
す
分
隊
が
出
る

中
、
本
年
３
月
に
３
地
区
の
隊

長
に
対
し
、
分
隊
の
現
状
や
議

会
で
の
提
言
な
ど
を
説
明
し
、

各
地
区
隊
幹
部
で
協
議
を
行
い
、

４
月
の
総
会
に
お
い
て
解
散
議

案
が
承
認
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

協
力
隊
設
立
時
と
は
時
代
が
異

な
り
、
女
性
の
就
労
形
態
の
変

化
に
伴
い
、
働
き
な
が
ら
協
力

隊
の
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
に

違
和
感
や
抵
抗
を
感
じ
る
方
が

い
た
こ
と
が
、
解
散
の
方
向
に

進
ん
だ
一
つ
の
要
因
で
あ
る
と

捉
え
て
い
る
。

問　
今
後
の
地
域
防
災
の
考
え

方
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
優
先
す
べ
き
は
、
市
民

の
命
を
守
る
こ
と
で
あ
る
。
公

助
の
部
分
は
常
備
消
防
と
消
防

団
、
共
助
の
部
分
は
自
主
防
災

組
織
で
あ
る
。
自
主
防
災
組
織

の
設
立
と
個
別
行
動
避
難
計
画

の
策
定
を
併
せ
て
取
り
組
み
、

防
災
訓
練
を
行
い
な
が
ら
市
民

の
命
を
守
っ
て
い
く
。

物
産
振
興
係
の
創
設

問　
令
和
６
年
度
に
商
工
観
光

課
に
新
た
に
創
設
さ
れ
た
物
産

振
興
係
の
業
務
内
容
は
。

市
長　
物
産
振
興
係
の
業
務
は

物
産
に
係
る
国
内
外
へ
の
販
路

拡
大
、
物
産
開
発
お
よ
び
普

及
・
宣
伝
、
物
産
団
体
の
育

成
・
指
導
、
物
産
に
係
る
催
事
、

物
産
振
興
会
に
関
す
る
こ
と
、

温
泉
産
直
施
設
の
指
定
管
理
お

よ
び
運
営
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の

支
援
、
地
産
地
消
、
そ
の
他
物

産
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
。

問　
軟
骨
伝
導
式
集
音
器
を
窓

口
対
応
に
導
入
し
て
い
る
自
治

体
が
増
え
て
い
る
。
当
市
で
も

軟
骨
伝
導
式
集
音
器
を
窓
口
対

応
に
導
入
し
、
来
庁
者
の
対
応

に
充
て
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　
軟
骨
伝
導
式
集
音
器
は
、

聞
こ
え
づ
ら
い
来
庁
者
に
対
す

る
窓
口
の
利
便
性
向
上
に
貢
献

す
る
と
考
え
る
。
試
験
的
に
導

入
を
検
討
し
た
い
。

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

建
設
計
画
に
つ
い
て

問　
合
併
協
議
会
の
話
し
合
い

の
中
で
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
建

設
の
方
針
は
出
て
き
て
い
る
か
。

候
補
地
ま
た
は
、
併
用
改
築
の

場
所
な
ど
は
あ
る
の
か
。

市
長　
平
成
16
年
の
合
併
協
議

会
の
多
目
的
文
化
交
流
施
設
整

備
事
業
の
中
で
は
、
具
体
的
な

候
補
地
、
併
用
改
築
の
場
所
な

ど
は
特
定
し
て
い
な
い
。
八
幡

平
市
文
化
芸
術
推
進
計
画
の
策

定
に
向
け
、
市
文
化
芸
術
推
進

審
議
会
を
開
催
し
て
い
る
。

空
き
家
で
熊
を
目
撃

複
合
的
対
策
が
必
要

問　
空
き
家
で
冬
眠
明
け
の
熊

が
目
撃
さ
れ
た
と
聞
い
た
。
空

き
家
が
冬
眠
の
場
所
に
な
る
の

で
は
な
い
か
。
担
当
課
を
超
え
、

協
力
し
て
取
り
組
む
複
合
的
な

対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長　
空
き
家
な
ど
が
、
野
生

鳥
獣
が
隠
れ
る
場
所
と
な
り
、

農
地
や
住
家
へ
の
接
近
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
今
後
関
係
課
間

で
情
報
共
有
し
、
物
件
所
有
者

へ
適
正
管
理
を
求
め
て
い
く
。

ま
た
、
熊
な
ど
の
野
生
生
物
が

徘
回
し
な
い
よ
う
な
環
境
整
備

に
努
め
て
い
く
。

軟
骨
伝
導
式
集
音
器
導
入
は

試
験
的
に
導
入
を
検
討
す
る

軟骨伝導式集音器

※各質問者の録画映像はＱＲコードからご覧いただけます。

外
そとやま

山一
かずのり

則 議員
（八起会）

工
く ど う

藤直
なおみち

道 議員
（自由クラブ）

問　

10
年
先
、
２0
年
先
の
西

根
・
松
尾
地
区
の
中
学
校
の
生

徒
数
の
減
少
見
込
み
数
は
。

教
育
長　
令
和
4
年
５
月
１
日

の
西
根
、
西
根
第
一
、
松
尾
中

学
校
の
生
徒
数
合
計
は
４
０
１

人
、
10
年
後
３
２
２
人
、
２0
年

後
２
５
８
人
程
度
と
見
込
む
。

問　
統
合
中
学
校
の
規
模
と
建

設
費
、
設
置
位
置
は
。

教
育
長　
学
校
総
敷
地
面
積
３

万
５
０
０
０
平
方
㍍
、
建
設
費

40
億
円
と
試
算
し
て
い
る
。
候

補
地
は
、
早
期
に
選
定
す
る
。

子
育
て
世
代
の
提
言

問　
市
内
に
遊
具
を
備
え
た
、

屋
外
公
園
設
置
の
要
望
が
多
く

聞
か
れ
る
が
。

市
長　
第
３
次
総
合
計
画
策
定

の
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
子
育
て
応
援
ギ
フ
ト
５0
万

円
を
成
長
に
応
じ
た
継
続
的
な

給
付
に
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

市
長　
国
の
事
業
趣
旨
に
基
づ

き
、
一
度
の
給
付
に
し
て
い
る
。

問　
通
学
定
期
補
助
金
の
増
額

を
図
る
考
え
は
。

教
育
長　
鉄
道
、
バ
ス
の
運
賃

改
定
な
ど
の
状
況
を
注
視
し
、

検
討
し
て
い
く
。

問　
中
学
校
生
徒
の
制
服
な
ど

の
購
入
費
助
成
を
図
る
べ
き
と

考
え
る
が
。

教
育
長　
周
辺
市
町
村
の
取
り

組
み
を
参
考
に
調
査
、
研
究
し

て
い
き
た
い
。

岩
手
県
へ
重
点
要
望

問　
継
続
要
望
が
出
さ
れ
て
い

る
大
更
小
学
校
付
近
の
歩
道
拡

張
整
備
の
状
況
は
。

市
長　
県
の
現
地
調
査
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。
最
優
先
箇
所
と

し
て
事
業
要
望
し
て
い
く
。

統
合
中
学
校
の
設
置
位
置
は

住
民
説
明
会
で
意
見
を
伺
う

統合が計画されている西根中学校

今
後
の
地
域
防
災
に
つ
い
て

消
防
団
と
自
主
防
災
組
織
で

令和６年度八幡平市消防演習
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古
ふるかわ

川津
つ よ し

好 議員
（松西会）

問　
中
学
校
の
校
舎
の
耐
用
年

数
と
寿
命
の
関
係
は
。

教
育
長　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
圧
縮

強
度
が
目
安
を
下
回
っ
て
お
り
、

西
根
第
一
中
、
西
根
中
の
長
寿

命
化
改
修
は
難
し
い
と
考
え
る
。

問　
小
中
一
貫
校
と
は
な
ら
な

い
ま
で
も
、
連
携
教
育
で
効
率

や
効
果
が
期
待
で
き
る
の
で
は
。

教
育
指
導
課
長　
本
年
度
か
ら

会
を
立
ち
上
げ
、
来
週
か
ら
各

４
中
学
校
区
で
の
取
り
組
み
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
予
定
で
あ
る
。

問　
ク
ラ
ブ
活
動
の
地
域
移
行

は
、
学
校
の
統
廃
合
と
ど
の
よ

う
に
関
わ
っ
て
く
る
の
か
。

教
育
指
導
課
長　
部
活
動
の
地

域
移
行
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

文
化
と
し
て
、
地
域
の
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
と
し
て
根
付
か
せ
て

い
く
と
い
う
趣
旨
で
行
う
も
の

で
あ
る
。
地
域
の
指
導
者
や
受

け
皿
の
問
題
な
ど
も
あ
る
が
、

統
合
で
部
活
動
の
選
択
肢
が
増

え
る
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
と

捉
え
て
い
る
。

一
極
集
中
の
開
発

問　
大
更
駅
周
辺
の
一
極
集
中

の
開
発
計
画
で
、
遠
隔
地
の
過

疎
化
な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
が
。

市
長　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
多

様
な
取
り
組
み
で
維
持
し
て
お

り
、
振
興
協
議
会
や
自
治
会
と

協
力
し
、
活
性
化
に
向
け
た
取

り
組
み
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

問　
住
み
慣
れ
た
所
で
最
期
ま

で
と
い
う
考
え
も
根
強
く
あ
る
。

人
は
こ
れ
か
ら
も
郊
外
に
住
み

続
け
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
。

企
画
財
政
課
長　
周
辺
地
で
の

子
育
て
や
移
住
・
定
住
を
考
え

る
方
々
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
重

要
な
施
策
と
し
て
検
討
し
た
い
。

問　

岩
手
県
の
条
例
よ
り
も

松
尾
村
ふ
る
さ
と
景
観
条
例

の
方
が
厳
し
い
規
制
を
し
て

い
る
面
も
あ
る
。
ど
う
し
て

廃
止
す
る
の
か
。

市
長　
県
の
条
例
は
一
概
に
高

さ
や
面
積
要
件
だ
け
で
は
な
く
、

工
作
物
に
応
じ
た
基
準
が
定
め

て
あ
り
、
市
の
条
例
を
廃
止
し

て
も
景
観
に
与
え
る
影
響
は
少

な
い
も
の
と
判
断
し
た
。

問　
ふ
る
さ
と
景
観
条
例
で
、

八
幡
平
温
泉
郷
に
お
い
て
は
隣

地
か
ら
の
後
退
距
離
や
容
積
率
、

屋
根
の
色
、
生
垣
な
ど
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

条
例
が
な
く
な
る
と
、
こ
の
規

制
も
で
き
な
く
な
る
。
太
陽
光

パ
ネ
ル
の
設
置
で
後
手
を
取
っ

た
経
緯
を
踏
ま
え
、
そ
の
辺
を

整
備
し
て
か
ら
廃
止
す
べ
き
で
、

時
期
尚
早
で
は
な
い
か
。

市
長　
温
泉
郷
の
別
荘
分
譲
を

し
て
い
る
株
式
会
社
温
泉
開
発

の
分
譲
要
領
を
改
訂
し
、
会
社

が
ど
の
程
度
ま
で
権
限
が
持
て

る
か
検
討
し
て
進
め
た
い
。

図
書
館
に
読
ま
れ

な
い
蔵
書
は
必
要
か

問　
新
図
書
館
移
転
後
に
、
現

在
の
５
万
冊
か
ら
４
万
冊
増
や

し
、
９
万
冊
の
蔵
書
に
す
る
よ

う
で
あ
る
が
、
こ
こ
３
年
間
で

読
ま
れ
な
い
本（
未
貸
し
出
し
）

が
半
分
ほ
ど
あ
る
。
社
会
科
学

関
係
の
本
は
、
90
％
が
３
年
間

読
ま
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

近
隣
の
図
書
館
と
連
携
し
て

重
複
し
な
い
蔵
書
は
検
討
で

き
な
い
か
。

教
育
総
務
課
長　
特
色
あ
る
市

立
図
書
館
と
し
、
蔵
書
に
つ

い
て
も
他
の
図
書
館
と
の
連

携
に
努
め
る
。

景
観
条
例
廃
止
は
時
期
尚
早

温
泉
会
社
の
分
譲
要
領
改
訂

建ぺい率などの基準がなくなる！

※各質問者の録画映像はＱＲコードからご覧いただけます。

熊
くまざわ

澤　博
ひろし

 議員
（自由クラブ）

髙
たかはし

橋悦
えつろう

郎 議員
（日本共産党）

問　
西
根
中
学
校
・
西
根
第
一

中
学
校
・
松
尾
中
学
校
の
統
合

計
画
に
つ
い
て
、
統
合
新
校
舎

建
設
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

教
育
長　
候
補
地
の
決
定
か
ら

８
年
後
の
開
校
を
想
定
す
る
。

問　
統
合
校
の
建
設
費
は
ど
う

試
算
し
て
い
る
の
か
。

教
育
長　
校
舎
建
設
に
約
２1
億

円
、
体
育
館
建
設
に
約
８
億
９

千
万
円
、
造
成
工
事
に
約
３
億

５
千
万
円
、
用
地
取
得
費
な
ど

に
約
６
億
６
千
万
円
、
全
体
で

約
40
億
円
と
試
算
し
て
い
る
。

問　
新
設
校
の
候
補
地
に
つ
い

て
は
、
７
カ
所
ぐ
ら
い
の
案
が

あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の

候
補
地
を
伺
う
。

教
育
長　
候
補
地
に
つ
い
て
は

現
在
、
庁
内
検
討
委
員
会
で
整

理
検
討
し
て
い
る
。

問　
建
設
場
所
が
最
大
の
課
題

に
な
る
。
大
切
な
の
は
教
育
的

観
点
、
そ
し
て
、
市
長
部
局
が

進
め
る
市
の
将
来
設
計
に
沿
っ

た
場
所
、
さ
ら
に
は
財
政
的
視

点
も
無
視
で
き
な
い
課
題
で
あ

る
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

市
長　
議
員
の
言
う
と
お
り
で

あ
る
。
地
域
の
こ
と
を
優
先
す

る
の
で
は
な
く
、
教
育
的
環
境

を
優
先
し
な
が
ら
、
財
政
問
題

も
考
え
て
進
め
た
い
。

問　
例
え
ば
、
現
在
の
西
根
中

学
校
に
新
設
校
を
建
設
す
る
と
、

体
育
館
は
そ
の
ま
ま
利
用
で
き

る
。
造
成
工
事
や
用
地
取
得
も

必
要
な
く
な
る
。
40
億
円
の
半

分
、
２0
億
円
程
度
で
建
設
で
き

る
と
思
わ
れ
る
。
大
更
駅
前
に

建
設
中
の
新
図
書
館
を
利
用
す

る
生
徒
も
増
え
る
の
で
は
。

教
育
長　
西
根
中
学
校
を
活
用

し
た
場
合
、
仮
設
校
舎
や
建
設

騒
音
な
ど
検
討
が
必
要
に
な
る
。

３
中
学
校
統
合
で
何
を
優
先

教
育
環
境
そ
し
て
財
政
問
題

統合を検討している西根中学校

西
根
と
松
尾
の
中
学
校
統
合

地
域
と
協
働
で
教
育
の
充
実

63 年経過と思えない　西根一中
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問　
（
仮
称
）大
更
駅
前
顔
づ
く

り
施
設
に
つ
い
て
、
何
度
も
質

問
し
て
き
た
が
、
懸
念
の
一
つ

は
、
建
設
工
事
費
の
増
額
で
あ

る
。
現
時
点
で
工
事
費
の
増
額

と
な
る
情
報
は
な
い
か
。

市
長　
国
の
特
別
措
置
お
よ
び

県
の
方
針
を
受
け
、
市
の
公
共

建
設
工
事
も
旧
労
務
単
価
を
適

用
し
、
契
約
を
行
っ
た
工
事
に

つ
い
て
は
、
受
注
者
か
ら
単
価

適
用
年
月
請
求
書
の
提
出
に
よ

り
、
概
算
工
事
費
の
増
減
が
見

込
ま
れ
る
。
ま
た
、
基
礎
の
下

の
地
盤
に
発
注
時
点
で
は
予
期

し
な
い
転
石
が
確
認
さ
れ
た
た

め
、
転
石
除
去
に
要
し
た
費
用

に
つ
い
て
概
算
工
事
費
の
増
額

が
必
要
と
な
る
。

問　
施
設
の
建
設
工
事
の
入
札

に
ゼ
ネ
コ
ン（
総
合
建
築
業
者
）

の
参
加
を
検
討
し
た
の
か
。

副
市
長　
今
回
の
施
設
に
つ
い

て
は
、
特
殊
な
工
法
が
な
い
た

め
、
入
札
参
加
対
象
を
地
元
業

者
と
し
、
一
般
競
争
入
札
と
い

う
形
で
実
施
し
た
。

中
学
校
統
合
の
内
容

問　
中
学
校
統
合
に
当
た
っ
て

の
協
議
・
調
整
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地

域
振
興
協
議
会
な
ど
統
合
対
象

地
域
の
関
係
者
で
構
成
す
る
学

校
統
合
検
討
委
員
会
で
、
昨
年

度
３
回
、
本
年
度
１
回
の
委
員

会
を
開
催
し
、
ご
意
見
を
い
た

だ
い
て
い
る
。

問　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
が

重
要
視
さ
れ
る
と
思
う
が
、
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

教
育
長　
通
学
に
よ
る
心
身
の

負
担
を
軽
減
し
、
ル
ー
ト
の
効

率
化
や
運
行
時
間
な
ど
今
後
、

検
討
し
て
い
く
。

※各質問者の録画映像はＱＲコードからご覧いただけます。

一 般 質 問

工
く ど う

藤多
た ひ ろ

弘 議員
（松西会）

齊
さいとう

藤隆
た か お

雄 議員
（日本共産党）

問　
ご
み
処
理
の
広
域
化
に
よ

り
、
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化

が
後
退
す
る
こ
と
は
な
い
か
。

市
長　
ご
み
の
減
量
化
と
資
源

化
は
重
要
課
題
と
認
識
し
て
い

る
。
市
民
に
紙
類
の
分
別
を
さ

ら
に
呼
び
か
け
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
の
処
理
も
早
期
の
開
始

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

３
Ｒ(

ス
リ
ー
ア
ー
ル)

の
推
進
、

分
別
収
集
、
資
源
化
な
ど
は
住

民
の
理
解・

協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
進
め
て
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
と
し
て
い
る
。

生
ご
み
は
水
切
り
で

問　
生
ご
み
の
減
量・
資
源
化

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
生
ご
み
の
80
％
が
水
分

で
あ
る
た
め
、
水
切
り
が
大
き

な
減
量
効
果
が
あ
る
。
ま
た
資

源
化
は
コ
ン
ポ
ス
ト
（
堆
肥
化

装
置
）
や
生
ご
み
処
理
機
な
ど

の
導
入
が
考
え
ら
れ
る
。
資
源

化
へ
の
分
別
収
集
は
、
減
量
化

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の

と
認
識
し
て
い
る
が
、
回
収
方

法
や
処
理
方
法
の
問
題
な
ど
で

現
時
点
で
の
導
入
は
厳
し
い
。

地
元
説
明
会
を
開
催

問　
沢
口
・
長
者
前
地
区
の
流

雪
溝
設
置
の
状
況
を
伺
う
。

市
長　
沢
口
地
区
の
流
雪
溝
設

置
は
、
調
査
に
よ
る
結
果
を
踏

ま
え
た
地
元
説
明
会
を
開
催
し
、

地
元
と
の
合
意
形
成
を
図
り
な

が
ら
、
財
源
予
定
の
過
疎
対
策

事
業
債
の
調
整
を
し
て
実
施
の

検
討
を
考
え
て
い
る
。
平
又
・

長
者
前
地
区
は
、
令
和
４
年
度

八
幡
平
市
辺
地
総
合
整
備
計
画

に
位
置
付
け
て
お
り
、
他
の
事

業
と
の
調
整
を
図
り
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
。

広
域
化
は
ご
み
減
量
の
後
退

紙
類
の
ご
み
分
別
を
徹
底

盛岡広域環境組合ニュース

顔
づ
く
り
施
設
の
工
事
費
は

概
算
工
事
費
の
増
額
が
必
要

工事が進む大更駅前顔づくり施設

中学校統合に向けた課題と活用策
　現地を視察することで、新たな発見が多くあり、現場
を直接見ることの大切さを改めて実感しました。中学校
統合に向けた課題を解決するためには、関係機関が一丸
となって協議を進め、統合後の廃校利用についても検討
が必要です。視察した委員からは「統合後に空いた校舎
を新たに統合を計画する小学校の校舎として活用しては
どうか」などの意見が出されました。

総務教育常任委員会
■期日　令和６年７月25日
■場所　市内中学校４校（西根中学校、西根第一中学校、
　　　　松尾中学校、安代中学校）
■内容　学校の統廃合に向けての市内中学校の現状調査

西根中学校の体育館で説明を受けている様子

　この課題は市政にとって極めて重要なテーマとなるた
め、統合に向けたスケジュールや新校舎建設費用、廃校
の取り壊し費用などの情報を収集し、統合の最適な在り
方について総務教育常任委員会で継続的に議論し、具体
的な提言を行う必要があると感じました。今後、地域住
民の意見や要望も踏まえながら、統合が地域全体に与え
る影響を慎重に判断し、より良い教育環境を整備するた
めに引き続き調査を実施していきます。

西根第一中学校での集合写真
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問　〇の中には、どんな文字
　（数字)が入るでしょう？

■応募方法　答え、住所、氏名(ふりがな)、　　年齢、「ギカイのひ　　
　ろば」を読んだ感想、市政や市議会への意見・要望などを必ず
　記入の上、はがきやファクス、電子メールでご応募ください。
　正解者の中から抽選で５名の方に八幡平市共通商品券 1,000円
　分をお贈りします  (当選者の発表は発送をもって代えさせてい

ただきます）。
※お寄せいただいた個人情報は景品の発送以外には使いません。

■あて先　〒0２8-７39７　八幡平市議会事務局　議会だより　係
　FAX：019５-７4-２10５　E-mail：gikai＠city.hachimantai.lg.jp
■締め切り　令和６年1２月６日㈮(当日消印有効)
■前回(№76)の正解　３（回）
　　　　　　　　　　応募者　13人　　　正解者13人

ク イ ズ

（仮称）大更駅前
顔づくり施設は
〇階建てになる
予定です。

　議会を傍聴しませんか
　八幡平市議会では、本会議などを誰でも傍聴する
ことができます。傍聴を希望する方は、議会開催日
に市役所３階の議会事務局までお越しください。
　開催時刻は一部を除き午前 10 時からです（終了時
間は日によって異なります）。詳しくは、八幡平市議
会のホームページをご確認ください。

　議会の映像を見ることができます
　八幡平市議会では、議会開催日に市役所本庁舎１階
のテレビでライブ中継を行っているほか、インター
ネット(YouTubeの八幡平市議会のチャンネル）で録画
配信しています。
令和６年９月定例会の視聴回数は1,104回です。
　　　　６月定例会の視聴回数は　９21回でした。

（令和６年10月23日時点）

期　日 内　容

1２月５日㈭ 議案上程 ほか

1２月６日㈮ 一般質問

1２月7日㈯～８日㈰ 休　　会

1２月９日㈪～10日㈫ 一般質問

1２月11日㈬ 議案審議

1２月1２日㈭ 休　　会

1２月13日㈮ 委員長報告 ほか

会派視察研修 ■期日　令和６年８月２7日・２8日・２9日
■場所　北海道東川町、美唄市
■内容　東川町まちづくりと美唄市スマート農業の取り組み
　　　　について（八起会・市民クラブ、北口議員）

廃校を活用した道の駅を視察
　東

ひがしおうみ
近江市では、廃校となった中学校を道の駅として活

用する事例を学びました。意見交換を積極的に行った結
果、東近江市内には、他にも廃校を利用した在日ブラジ
ル人学校、大手の私塾の合宿所などの活用事例について
伺うことができました。東近江市の積極的な廃校利用の
手腕が非常に参考になりました。

総務教育常任委員会 ■期日　令和６年８月７日・８日・９日
■場所　滋賀県東近江市、岐阜県海津市
■内容　学校の統廃合および廃校の利活用についての事例調査

道の駅奥永源寺渓流の里での集合写真（東近江市）

次は　12月定例会　（予定)
※日程は変更になる場合があります。

　海
か い づ

津市では、市内の小学校５校を１校に統合する中で、
８年間で３段階の調査と議論を行い統合に至った経緯を
学びました。統合の方法や考え方だけでなく、校舎の建
築方法から、スクールバスの運行方法に至るまで、いか
に保護者と地域の皆さんに丁寧に説明していくことが重
要かを学ぶことができました。今回学んだ事例を今後の
八幡平市内の小中学校の統廃合に向けた議会活動に役立
て、最重要課題として取り組んでいきます。 海津市での研修風景

東川町と美唄市の取り組み
　東

ひがしかわ
川町は、後世に残し得る町づくりを模索した中で、

「写真の町」を宣言し、写真文化を通じたまちづくりを
推進していました。外国人の受け入れや子育て・教育施
策に力を入れ、人口は30年間で約２割増加しています。
また、３つ（予算・前例・他の地域での事例）の「な
い」をチャンスと捉える意識改革が特徴的でした。

東川町での研修風景

　美
び ば い

唄市は、スマート農業やICT技術の導入による農業
振興を推進していました。高齢化に伴う農業従事者の減
少や担い手不足に対応するため、ドローンや水管理シス
テムを活用し、生産性の向上を図っています。また、除
雪された雪を冷熱エネルギーとして活用し、二酸化炭素
削減に貢献するホワイトデータセンターや雪を使った日
本初のウナギ養殖事業（雪ウナギ）など、独自の再生可
能エネルギー利用にも力を入れていました。 美唄市役所前での集合写真

議会広聴広報常任委員会

今年は３会場、市役所で２日間開催
　６年度の議員と語る会の場所や日時、テーマ、内容に
ついて検討を行いました。各委員からは、前年度や過去
に開催した反省点、課題が挙げられました。その結果、
今回のテーマは ｢ギカイのひろばの内容で語ろう」とし、
ギカイのひろば№77号の内容に基づき、市民の皆さん
と意見交換会を開催することとなりました。開催は11
月15日(金)、21日(木)の午後６時半から８時まで市役所、
11月16日(土)は午後２時から4時まで荒屋コミセンおよ
び大更コミセンを予定しています。

「議員と語る会」の開催場所・内容を検討

■期日　令和６年９月２7日
■場所　議事堂委員会室
■内容　「議員と語る会」の開催を検討


